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Touched places detection using heat traces by thermography

サーマルカメラによるモノタッチ判定とその実環境投影

コロナ禍で知りたい：みんなが触ったのはどこ？

どんな研究
コロナウイルス対策の一つとして環境表面（公共の場所の扉や棚など）の定期的な消毒があります。しかし、
扉や棚のどこが触られているのか、消毒した後どれぐらい触られているのか、知る方法はありません。この展
示では、人が触った場所を投影して可視化するシステムを紹介します。

どこが凄い
人がモノに触れると、人の体温がモノの表面に熱痕跡として残ります。本展示はその残った熱をサーモグラフィ
カメラで撮影することで、人が触れた場所を検出しています。近赤外カメラとサーモグラフィカメラを組み合
わせることで、軽量なアルゴリズムで検出を可能にしています。

めざす未来
本技術で検出した人が触れた場所を実際のモノの上に投影して表示すると、その場所を一目で理解できます。
ウイルスの可視化はできませんが、他人が触れた場所を避けたり、消毒し、少しでも安心できないかと考えて
います。感染者が触れた場所の追跡、消毒の効率化にも有効でしょう。
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